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　「日の丸・君が代」の歴史に心を痛める教員にとってまた重苦しい季節の始まりです。東京都だけでなく、全国津々浦々で「日の丸・君が代」問題がタブーにならないように“強制されてはならない”“子供たちを戦前のような「少国民｝にしない”と声を上げていきましょう。
　2月1日（金）に都教委は根津公子さんを事情聴取で都庁に呼び出しました。南大沢学園で勤務が始まった昨年10月11日（木）、作業着として着ていたトレーナー（「ＯＢＪＥＣＴＩＯＮ　ＨＩＮＯＭＡＲＵ　ＫＩＭＩＧＡＹＯ」と背中にプリントされていた。）に対して、校長と副校長が「不適切」「学習指導要領に反対を唱えるのは学校現場にふさわしくない」「着用しないでください」と執拗に迫り、「職務命令ですか？」根津さんが聞くと、「答えません」と言っていた校長。なのに10月18日（木）の朝、突如「職務命令です。職務専念義務違反です。西部支援センターに報告します。」と言ってきたのです。
　根津さんは停職明け日記に21日（月）付で書いています。「職務命令であるか否かが相手にわからない職務命令が有効か。」「どの時点から職務命令になったのか」と。

　事情聴取が行なわれた当日、人事部の前には、50人近い人たちが集まりました。「事情聴取するな！」「根津さんをいじめるな！」と。３時間にわたって行なわれた事情聴取。

　この2月になぜ？「職務命令違反」となれば、また累積加重処分で、都教委定例委員会（2月14日）に「免職」の処分提案が出るのか？多くの疑問や心配が募ります。　　　（事務局）
　　　　　　処分にばく進する校長・都教委！　
　　『OBJECTION HINOMARU KIMIGAYO』のトレーナー着用で私を処分か？　　　　　　　　

　　　　　　　　――　声をあげてください　――　　　根津　公子
1月29日（火）、トレーナーのことで報告をあげたから、2月1日1時に都教委に行くよう校長から告げられた。
2月1日（金）事情聴取。13時05分頃、呼び出しを受けた27階に行くと駆けつけてくれた大勢の人たちが都教委の警備に阻まれながら抗議をしてくださっていた。後で聞くに、５０人もの人が駆けつけてくださったとのこと。ご都合をつけてくださった皆さん、ありがとうございました。

配置された警備の人たちに向かって「担当者は誰ですか」と聞くと、名札を外した人が出てきたので、名前と役職、そして今日ここに私が呼ばれた理由の説明を求めた。しかし答えない。「人を呼びつけておいて、呼び出す側は名前も名乗らない。呼び出した理由も説明しない。名乗り、説明するのが当然でしょう」と言うと、「事情聴取の中で言います。事情聴取を受ける気がありますか」を連呼する。「これが最後です。事情聴取を受ける気がありますか」と脅す都教委某氏。私はどうしても言っておきたいことがあったので、私の質問に答えることを確認して取調べの部屋に入った。

　聴取者は人事部職員課主任管理主事の高橋氏、記録は職員課課務担当副参事大野氏。校長が報告をあげたのは、「平成19年10月19日及び11月22日」。「前面に『強制反対　日の丸　君が代』、背面に『OBJECTION HINOMARU KIMIGAYO』と印刷されたトレーナーやＴシャツを着用した」、それが「職務命令違反、職務専念義務違反」と報告が上がっているとのこと。私は前面の文字について、一言も校長から言われてはいない。

　高橋氏は、①「１０月１１日２時３５分校長より指導を受けましたか」「１０月１２日８時２０分、１０月１５日１０時４５分、（まだまだ日時の特定が続く）鈴木副校長から着替えるように言われましたか」②「１０月１８日８時５０分、１９日８時５０分、校長から、ふさわしくありません。着替えてください。これは職務命令です、職務専念義務違反になります、と言われた後も同トレーナーを着用し続けたのは事実ですか」③「１０月２４日、８時３０分頃、職員打ち合わせ終了後、副校長が制止したにもかかわらず、マイクでトレーナー着用について机上にプリントを置いたと発言したのは事実ですか」と聞いてきた。

　私の答えは、

1 記録を持参していないので答えられません。

制服の指定があり支給されるのであれば、聞かれることもわかりますが、個人負担の服ですよ。服装の表現がわいせつ罪などの犯罪に抵触しない限り、まったく個人の自由に属する問題です。地法公務員法など、適用できることではないはずです。

2 ・職務命令を受けた認識は、私にはありません。「職務命令です。職務専念義務違反です」と言う校長に、職務命令かを聞いても「答えません」だったり、１２月６日には、「職務命令ではないでしょう」と言う私に、「職務専念義務違反です」と答えるなどでしたから、職務命令と認識していません。

・私はトレーナーを着用していても、ただの作業着で、仕事中にトレーナーの文字のことなど考えることはまったくなく、一生懸命職務に専念しています。職務専念義務違反などあり得ません。一方、校長は勤務中、日常的に居眠りをしています。私は廊下を通った時にかなりの頻度で目をつぶっていたり、舟をこいでいる姿を見ましたが、これまではたまたま見てしまったのかと思っていました。しかし違いました。校長が私について職務専念義務違反で事故報告をあげたことを知った同僚たちから私は、「根津さんが職務専念義務違反で、なのに、校長の居眠りは職務専念義務違反にならないのかと思いましたよ」「職場の人はみんな（居眠りを）知っていますよ」と告げられました。校長の日常的な居眠りは、私だけの認識ではなかったことがわかりました。　

　その前提で、校長の居眠りは職務専念義務違反ではないのですか？　私のトレーナー着用と校長の居眠りとどちらが職務専念義務違反なのでしょうか？（質問をするたびに高橋氏、「答える立場にありません」を繰り返すので、後日の回答を求めた）

・このトレーナーを私はこれまで何年も勤務中に着ていましたが、着用を禁止したり、事故報告を出したりした校長はこの尾崎校長のほかには一人もいませんでした。また、今日も東京のどこかの学校でこのトレーナーを着用している教員がいます。全国にもいます。なぜ、尾崎校長だけがこのようなことをできるのですか？その根拠、基準は何ですか？それとも校長の主観や恣意でできることですか？

3 職員打ち合わせでの発言は、事前に当日の司会者に申し出て、「最後に発言する」ことを確認していたことでした。

　私は服務事故など起こしていない、職務に専念していることを述べ続けているのに、聴取の最後の質問は、「今回の事故についてどのように責任を感じていますか。また、どのように責任を取ろうとしていますか」と聞いてきた。「それは、私への質問としては適当ではありません」と答えるしかなかった。

　１時過ぎから始まった事情聴取は、休憩時間を確保する配慮もないまま行われ、私が学校の休憩時間と同時刻の３時３５分を１分過ぎたところでそれを要求するまで、校長も聴取担当者も知らん振り。「休憩時間を与えなければならない」のは私の職務ではなく、校長の職務に属すること、しかし、指摘されても反省の一言もなかった。休憩時間をはさんで事情聴取の再開、５時少し前に終了。

　服装にまで規制を加え、懲戒処分をかけてくる校長―都教委。「背中のOBJECTION HINOMARU KIMIGAYO　日の丸・君が代反対は、生徒指導の前で着用するのは不適切」「学習指導要領に反対を唱えるのは学校現場ではふさわしくない」と１０月に校長は言った。百歩譲ったとしても、学習指導要領にも10・23通達にも、そこまでは書いてない。都教委は、尾崎校長にこそ指導助言をすべきところだ。こんなことで処分を発動させてはならない。
　都教委と南大沢学園養護学校校長に抗議を集中してくださいますよう、訴えます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （事務局より）

   

   都教委人事部服務係（処分担当）電話　03-5320-6792　
   都教委総務部教育情報課（苦情受付担当）　電話　03-5320-6733　FAX　03-5388-1726
   南大沢学園養護学校　　電話042-675-6075

　
　
　　　　　　　　根津　公子
3月24日が私の勤務校、南大沢学園養護学校・小中等部の卒業式。この卒業式の「君が代」斉唱でも私は校長が発出するであろう起立の職務命令には従えない、と考えています。「一人で泥をかぶらなくてもいいんじゃないの」とか、「学校現場に留まることの方が不起立よりも大事なのでは」等、私の身を案じてくださる方がいます。
今からでもみんなで一緒に声をあげ、行動することができるのなら、何が何でも起立をしない、のではなく、みんなと一緒の行動を選択します。そうしたいです。しかし、その状況に今年もありませんから、やはり、今回も私は私の気持ちに従い、理不尽な職務命令には従わず、子どもたちを不幸に陥れると予知されることには加担しません。起立はしません。
◆不起立の最近の思い
生徒に一遍の説明すらせず、考えさせず、指示するままに起立をさせる。これは教育に反することだから、教員である私はこれに加担できません。また、こうした強制は、自由と民主主義の否定であり、それを生徒に教えることができないのはもちろん、そういう社会にさせてはならないと思います。「君が代」強制に対するこの考えは、いつも基本にあります。
その上で、近頃一層起立することはできないと思う２つのできごとを述べます。
◆その１
昨2006年度鶴川二中で、私は保護者や生徒から「ルールを守れない教員」とレッテルを貼られ、「非国民」扱いを受け続けました。地域の組織をあげて私を排除する動きが作られたというニュースは、片手では数えきれないほどに当事者の私の耳にも入ってきましたから、地域の大人たちの動きの中で生徒たちが「少国民」にされていったことは歴然としていました。「君が代」処分が打ち出された2003年10・23通達直後は、「君が代」がどうこうではなく「強制には反対」が、都民の多数意見でした（新聞調査より）。しかしそれから数年、現状是認に陥りやすい人々の意識は、無自覚のうちに「強制」が影を引っ込め、「国歌なんだから歌うのが当たり前」に変わってきたのではないかと思われます。そうして「強制はおかしい」という声がかき消され、「国歌を歌うルールの守れない教員は、教員を辞めろ」とある種の正義感を持って生徒たちに言わせてしまう、「戦前」が再現しています。この只中にいて私は異端者の扱いを受けようとも、いや、だからなおさらのこと、それまでよりも一層、おかしいことにはおかしいと主張し、行動していこうと思うに至りました。子どもたちに異なった意見を持つ人がいることや、弾圧に抵抗する人がいることをきっちり示していくことは、子どもたちへの大事な教育と思うのです。
◆その２
もう一つのできごとは２００７年７月から10月にかけて発覚した足立区の学力テスト「不正」問題です。この問題は、「見て見ぬ振りをする」ことが暗黙の了解になってしまった東京の学校を象徴する「事件」でした。学力テストの平均点が最下位であった足立区では平均点を上げるためにいくつかの学校が校長の指示で、誤答に指差し、あるいは机叩きをして正解を求めたり、また、障がいを持ち０点しか取れない児童生徒の答案を採点から除外したり、大もとの区教委が事前にテスト問題を校長に配布したなどが事件の概要です。
子どもたちが不正に気づかないはずはありません。多くが察知したはずです。こんな指示命令を出す校長に、それでも口をつぐむ教職員。「日の丸・君が代」問題では発言しにくくても、このような誰が見ても不正としか言いようのないこと、しかもそれを子どもの面前で行うことについてさえ、指摘する声が教職員から上がらなかった、あるいは職員会議では発言したかもしれないが、外への発信はしなかったこの現実は、何を物語っているでしょうか？
　教職員は、異を唱えれば、異端者扱いをされるかもしれない、あるいは、どんな仕返しをされるかわからないという、日常的、潜在的恐怖心にがんじがらめにされ、おかしいと思っても発言できなかったのではないか、と私は思います。
そういう人たちばかりの学校が子どもたちに真実を見抜く目を育てたり、人はどう生きるかを語り考え合う場を提供できるはずはありません。子どもたちに教えてしまったのは、不正の勧めであったことを深刻に受け止めなければなりません。
今回は足立区が問題になりましたが、こうした事態がどの区市、どの学校で起きても不思議ではないと思います。この不正事件は、職員会議を職員会議として機能させず、都・市教委や校長の指示命令を至上のこととしてごり押しした都教委の教育行政の「成果」です。「君が代」を踏み絵として教職員に踏ませた「成果」です。
この事件を通してさらに私は、やっぱり、おかしいことにおかしいと声の限り叫び、行動しよう、と思ったのです。
◆ご一緒に、さあ！
少数の教員が不起立をし続けても、大勢に影響はないでしょう。でも、私はおかしいことには加担しない、自分に嘘はつかない、そう行動していきます。私は今５７歳、６０歳になれば基礎年金が支給されるはずですから、元気でさえあればこの後の生活をさほど深刻に考えなくてもいい立場にあり、だから、都教委にきっちり対峙していきます。この年代の責任であるとも思っています。
６ヶ月の停職中、南大沢学園養護学校に停職「出勤」していた毎週水曜日に、私と一緒に「出勤」してくれた近藤順一さん（八王子五中夜間・０６年度被処分）は、沖縄の「集団自決」が「日本軍による強制・命令はなかった」とされたことを引き合いにして、「不起立をゼロにしたい都教委の狙い通りにさせてはいけない」「不起立処分ゼロ＝都教委による強制・指示命令はなかったとさせてはいけない」と言います。私もまったく同感です。
もしも大勢の教職員が不起立で意思を示したら・・・、都教委は、私や河原井さんへの「君が代」解雇を断念するしかないでしょう。そして、そのことは都教委の暴走にブレーキをかけるはずです。また、全国的には、教育基本法改悪の具体化、愛国心「教育」にもブレーキをかけるはずです。
これを読んでいらっしゃる教職員の皆さん、ご一緒に不起立しませんか？そして、子どもたちにその姿を示しませんか？お金では買えない自己発見や自己肯定がきっとあると思います。

　　　　　　　　　　　　　　∞　　　　　∞　　　　　∞


　　　　　　　　　

　　　　　　　　　～また卒業式がやってきます～　河原井純子
　私は深夜「いいなりにならない」という小論文を読み返しました。
　この小論文はあの信じられない２００３年１０・２３通達後の１回めの「君が代」不起立の想いを綴ったものです。（『良心的「日の丸・君が代」拒否』・明石書店）
　素朴な想いです。いまも一貫しています。私の想いは全く変わりませんが、学校はこの４年間にどんどんあきらめ病が拡まっています。

　しかし、どんなに厳しい状況になろうとも、私はあきらめずです。あきらめたら、何もかもそこで終わりです。あきらめない不屈な心は必ず変革を生み出します。何かを動かします。
　再び「いいなりにならない」「おかしいことにはおかしいと主張し行動する」ことを静かに決意します。

　　　　　　～雑木林の決意に乾杯です～

《「いいなりにはならない」「おかしいことはおかしい」と言いたい　》
　「入学式」とは、一人ひとりの子どもたちにとって、この日から始まる学校生活の初めての授業であり、また「卒業式」は最後の授業として、門出や旅立ちの喜びを分かち合うものだと思っています。
　「入学式」「卒業式」は、感動的な授業そのものです。

　かつて、八王子養護学校では、「入学式」を「入学歓迎会」、「卒業式」を「はげましの会」と呼び、総合的な学習として位置づけていた時もあり、私にとっては忘れられない貴重な体験として、いまでも、私の中に生きています。
　以前、私が勤務していた都立七生養護学校は、七生福祉園との連携校であり、小学部から高等部の子どもたちが通学してくる「知的障がい」の養護学校です。

　2003年度の入学式では、職員会議の決定として式次第の「国歌斉唱」の時に、「ご賛同のある方は、お立ちください」と、教頭が式の始まる前に一人ひとりの思想良心の自由を守るために会場全体に向かって話をしていました。

　しかし、同じ年度の卒業式は、１０月２３日の「実施指針」の通達で一変しました。
　「実施指針」通りの「職務命令」が一人ひとりに出され、「今までの卒業式」は一挙に崩されてしまいました。年度途中に学校として何の反省も活かされないままにです。職員会議のやりとりは、決して「実施指針」を超えることはできなかったのです。私にとっては、日常の教育実践の営みとして、この「命令」に不服従することは、自然かつ当然な行為であって「立つ」ことなどできませんでした。静かに、私は「不服従」をしました。どうしても教員であり続けるためにです。
　「日の丸・君が代」の強制にあんなに多くの人たちが心から反対している学校でしたが、「命令」に不服従することを態度で表明することが、こんなに困難なことだったのかと驚きの想いでいっぱいでした。
　2003年度3月24日の卒業式の「不起立」について、4月6日に「戒告処分」が発令されました。入学式前の見せしめスピード発令でした。

　4月2日に都教委による事情聴取がありました。私は弁護士立会いの事情聴取を望み、予防訴訟の弁護団と連絡をとりました。私を心から支援してくれる友人たちも駆けつけてくれましたが、「弁護士を絶対認めない」という都教委の強硬な態度で叶えられませんでした。立会いの弁護士を入室させる、させないの応酬で、終始廊下でのやりとりになりましたが、ついに入室することができませんでした。私は自分自身の人権を守りたい一心で、必死でした。
　私は、ここに事情聴取にきています。なぜ、弁護士の立会いを認めないのですか。その法的根拠を示してください。」と繰り返し、繰り返し訴えましたが、納得いく答えを得られないまま、一方的に事情聴取が打ち切られました。
　結局事情聴取もないまま、しっかりと処分だけが発令されました。このような事態を許してよいのだろうか。教育現場は今「処分と脅し」蔓延しています。「命令」に服従しないと、即処分です。今回の「処分」は憲法・教育基本法・子どもの権利条約の違反行為です。私は、今後、徹底的に、その不当性を訴え続けていきます。「もう黙っている時ではない」心から強く思います。
　大学卒業後、私は知的障がいのある子どもたちの施設で働いたことがありますので、教員暦は今年で30年目です。この30年の中で、出会った、小学部から盲学校の理療科の人たちに、私は絶えず根源的なメッセージを伝えることを大切に守ってきました。「自分を大切にすること」「自分らしく生きること」「自分で考え、判断して行動すること」「自分の意見、思っていることは、表明すること」日々のやりとりの中ではもちろん、子どもの権利条約を基盤とした「権利の学習」としての取り組みでもありました。今回の「卒業式」の事前学習でも、七生の高等部では昨年と同様に、学年で、学級単位で取り組んでいました。
　卒業生が入場した後、式次第で言えば、「開式の辞」があり、そのまま「国歌斉唱」でありましたので、その時、私は静かに座りました。周りの子どもたちも何人か座っていました。私たちは、起立している人・人・人の林に囲まれていました。
　不起立している私を見つけて、教頭が両手をあげながら「立ってください」と三回言って近づいてきました。私は静かに座り続けました。
　「君が代が」終わるまで1分とかからない短い時間でしたが、私には、長く静かなひとときでした。この時、私の中に鮮明に蘇ってきたのは、八王子養護学校での卒業式、一人ひとりが、学習の成果を得意そうに発表している姿でした。そこには、「日の丸」も「君が代」も存在していませんでした。そこでは、教育現場は、「企業」ではありませんでした。「対等平等」な精神のもとに、自由闊達な実践と研究が、日々あたりまえのこととしてあった時代でした。今、「学校」が「学校」ではなくなっています。「学校」は「企業」化を目指して、迷走し続けています。そういう「学校」で教員であり続けるということは……そんな不安が頭の中をよぎっていました
　私は2004年度の「入学式」も不服従を通して「不起立」を貫きました。近々処分が発令されると思います。「不起立」を現認した教頭は、教員のみならず、座っている子どもたちに「立ちなさい」と促す状況も出てきています。信じられないことが起こっています。
　この一年、七生養護学校は、一部の都議会議員、ジャーナリズム、都教委から、理不尽な攻撃を受け続けました。そして、迎えた2003年度の「卒業式」、続く2004年度の「入学式」でした。

　「職務命令」の連発、「処分と脅し」の蔓延、管理の行き届いた研修と研究……これからどう抗していったらいいのでしょうか。
　この小文を、その第一歩のための宣言としたいと思います。
　　　　　　～やっぱり　ひとりから始まる～
　ひとりの独裁者が戦争を始めるのではありません。おかしいと感じているのに「見過ごす」「抵抗しない」「あきらめる」わたしたちひとりひとりが始めるのです。歴史がそれを鮮明に証明しています。「おかしい」「何か変だ」と感じたら、それを「見過ごさない」「何らかの抵抗をして」「あきらめない」こと。そして、足元のできることから動き始める。隣の人と対話して拡げていく。このことがとっても大切なことと思っています。まさに自由民権の思想です。
　ひとりから始まって、共闘の輪をつなげていきましょう。きっと　変革します。

　　　　　　　　　　　２００８・１・２８　いい日に


署名活動報告　　２４９２７筆（1/10現在）　　
　年末から年始にかけさせない会事務局には、署名の束が連日どっさりと届きました。そして、上記のように１月１０日までで、総計２４９２７筆になりました。署名をしてくださった方、毎日署名用紙を持ち歩いて集めてくださった方、本当にありがとうございました。１１月以降集まった１４４７３筆の署名を２月早々に再度届けに行く予定でしたが、根津さんのトレーナー着用職務専念義務違反事情聴取が突然入ってきたため、八王子東養護と南大沢学園には２月中旬以降、都教委には２月２７日(水)１４時３０分に届けに行く予定です。「河原井さん・根津さんを『君が代』処分するな」という二万五千人もの声の重みを大勢でしっかりと伝えてきます。署名活動は２次しめ切りを過ぎましたが、引き続き行っています。今後もよろしくお願いします。
抗議はがき集中のお願い
お願いばかりで申し訳ありませんが、今回のニュースと一緒に４枚の抗議はがきを同封しました。卒業式を前にこちらも出していただくようお願いします。恐れ入りますが、５０円切手はカンパでお願いします。
   　【え、歌わないとクビ!?～「君が代」解雇をさせない意見広告】

　東京の常軌を逸した「君が代」強制・処分と、今春の卒業式で「君が代」解雇がなされるかもしれないという現状を、全国の市民に新聞の意見広告で訴えるべく、賛同を募っています。

　全国紙への広告掲載を実現させ、その無法ぶりに多くの市民が怒っているという事実を、石原都知事・都教委らの眼前に突き付けましょう！

広告掲載は、3月1日or 2日の朝日新聞紙上を予定しています。

　　　　　　　　　　○賛同金振込先　郵便振替口座＝00190-5-687225　

　　　　　　　　　　　　口座名＝「君が代」解雇をさせない意見広告基金


　昨年暮れの“都庁前ＯＮＥ　ＤＡＹアクション”には延べ300
名の方が駆けつけてくださいました。ありがとうございました。
　あれから1ヵ月半とはいえ、いろいろなことが起きています。

根津さんには“トレーナー着るな”の職務命令等違反の処分、河原井さんには、高等部、小・中学部二つの卒業式で、2回の不起立処分の可能性が出てきています。

　2月、3月は緊急行動が多くなりますが、今後ともよろしくお願いします。
　
　“１２・２２立たないとクビ!!全国集会”参加以後ずっと東京に滞在して、朝8時からのチラシ撒きにも参加してくださった方がいて、本当に感謝です。

　寒い日でしたが何とか薄日の射す中、2回目のOne Dayアクションは12：00から19：00まで行なわれました。

　「君が代」被解雇者の会・国労闘争団家族を守る会・沖電八王子工場被解雇者に続いて、大阪・宮城・愛知・千葉・神奈川・東京の教員によるリレートーク。
　多摩じまん・HOWS・ヨッシーとジュゴン（辺野古、基地問題で活動）によるギターと歌。
「日の丸・君が代」に反対ではないが、“強制はおかしい”とおっしゃる小林未来さんの創作ダンス。そして、定塚さんと東京教組、高教組の音楽教員による合唱と…夕暮れからは照明も用意されて多彩な催しがくり広げられました。
　14：00から、根津さんと河原井さんは都庁記者クラブ向けの記者会見。それに併行して、16団体・個人が教育情報課に対して要請行動を行ないました。
　以下に要請文の抜粋ではありますが、掲載して報告といたします。

●東京都教育委員会の仕事にあたる全てのみなさまへ
……命令や罰則が増えれば増えるほど、人は無責任になってしまいます。自分で考えず、判断を委ね、心を閉ざします。10・23通達によって指示命令またはマニュアルがなければ児童生徒を指導できなくなってしまった教職員が増えていませんか。……　処分の乱発は誰の幸せにもなりません。びくびくさせられている教職員と共に、どうして児童生徒がのびのび明るく育つことができるでしょう。……　思ってもいないことを口にし、命令されたことには必ずはいと言い、間違っていることにも従い、自分のことだけを案じ、だれも見ていないところでうさをはらす大人。子どもたち、全ての児童生徒はよくよく大人を見ています。……

　子どもたちがのびのびと成長することを願い、自分で考えることの大切さを教育実践する根津公子さんを解雇しないでください。　　　　　　　　　　　（宮城県　土屋さん）
●根津さんは「自分の頭で考えて行動しよう」とおっしゃいます。これは、教育者・人間として根津さんが常に実行されていることであり、また生徒に呼びかけていることです。根津さんは日の丸・君が代強制に反対しているため、偏った思想に基づいて生徒を指導しているかのように言われていますが、根津さんは「日の丸・君が代に反対しよう」と生徒に強制したことは一度もありません。
　……根津さんが自らの職を賭してまで不起立を貫くのは、東京都教育委員会が日の丸・君が代を学校という教育の場に強制しているからであり、それが「自分の頭で考える」ことを否定するからです。「生徒達に『自分の頭で考えて行動しよう』と言っているのに、私自身が強制に従って起立してしまえば、生徒に嘘をついたことになる。私は生徒に嘘をつくことはできない」と根津さんはおっしゃいます。教師として生徒に誠実に向き合おうとする根津さんが、君が代斉唱時に不起立しただけでなぜ停職、さらには免職という重い処分を受けなければならないのでしょうか。……　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（教え子の田島さんご家族）
●「河原井さん根津さんらの「君が代」解雇をさせない会」から提出した要請文に対して都教委から次のような回答がきました。他の団体・個人にも回答が来ているものと思います。
　法令や条例のせいで都教委のせいではないといった誠意のない回答です。
　

１　東京都教育委員会は憲法99条（憲法尊重擁護の義務）に従い、教員の思想・良心の自

　　由を保障すること。

　　回答：係争中につき回答を差し控える。都教委の主張は今後裁判の中で行っていく。

　２　校長の出した「職務命令」がなければ懲戒処分は成り立たないことを鑑み、校長に職

　　務命令の発出を求める「指導・助言」を行なわないこと。

　　回答：係争中につき回答を差し控える。都教委の主張は今後裁判の中で行っていく。
　３　10・23通達は憲法19条｛思想及び良心の自由は、これを侵してはならない。｝に違
　　反しています。撤回すること。

　　回答：係争中につき回答を差し控える。都教委の主張は今後裁判の中で行っていく。
　４　「君が代」斉唱時の不起立で解雇をしないこと。

　　回答：教育公務員としてふさわしくない非違行為（職務命令違反等）を繰り返した結果

　　　　として、懲戒処分が科せられるものと考えている。


　　　　　　＊2月中に判決が三つ出ます。注目してください！
　　 2月7日（木）　嘱託不採用撤回裁判　　判決　１３：３０～　東京地裁103号法廷

　　　　　　　　　　本日です。ニュース作業当日にあたりましたが、判決に注目してください。

　　　2月1２日（火）　田畑さん再雇用拒否真相究明裁判

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　判決　１３：１５～　東京地裁　627号法廷
　　　2月21日（木）　①河原井さん・根津さん06年・07年処分裁判（三つの裁判）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３：１０～　東京地裁　710号法廷

　　　　　　　　　　　　　　②国立二小処分撤回裁判　控訴審

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１３：３０～　高裁817号法廷
　　　　　　　　　　　　　　③東京教組「求める会」（小中04年不起立裁判）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６：４５～　地裁710号法廷

　　　　　　　　　　　　＊　21日は３つの裁判が続けてあります。ぜひ、傍聴をお願いします。
　　　2月27日（水）　根津さん　多摩中　裁判

　　　　　　　　　　　　　　　結審　１６：３０～　地裁710号法廷
	根津さん河原井さんを支える2月～3月の緊急行動　
	　　　
	　　　

	日付
	行動
	時間
	場所

	2月8日（金）
	根津さんトレーナー問題で“公開質問状”を提出しています。会では都教委人事部に要請行動を行います。
	16：30～
	第2庁舎１Ｆロービー

	2月10日（日）
	「日の丸・君が代」強制反対！処分撤回！総決起集会　　　　　　　　　　　都教委包囲ネット主催
	13:30～
	中野ゼロホール

	緊急行動　　
2月12日（火）～2月14日（木）　　　　　　　　　　
	教育委員会定例会が2月14日に開かれます。トレーナー着用職務命令で処分が出るとなると、累積加重処分で、免職処分が出る可能性があります。都教委包囲ネットの呼びかけで12日から都庁前行動が展開されることになりました。定例会が非公開となった場合、処分問題が提案されるということです。事態は流動的ですから、ブログ、ホームページやメールのチェックをお願いします。

	2月12日（火）
	街宣車での街頭宣伝
	13：00～
	第2庁舎前道路

	
	要請・抗議行動　　都庁前チラシ撒き
	16：30～
	同上

	2月13日（水）
	12日と同じ行動です。定例教育委員会が非公開と判明した場は、朝8：00から一日座り込み行動となります。ブログのチェックを。
	同上

	2月14日（木）
	都庁職員出勤時のチラシ撒き
	8：00～
	第2庁舎前道路

	
	都教育委員会定例会傍聴
	9：45～
	

	
	座り込み
	10：30～
	第2庁舎前道路

	
	都庁職員退庁時のチラシ撒き
	17：00～
	同上

	2月20日（水）
	都庁前チラシ撒き
	8：00～
	第2庁舎前道路

	2月27日（水）
	裁判傍聴の前に都教委への署名提出（第２回目）
	１４：３０～
	第2庁舎1Ｆロビー

	3月5日（水）
	根津さんに「職務命令」を出すな！南大沢モーニングアクション
	７：３０～10：００
	南大沢学園

	3月6日（木）
	河原井さんに「職務命令」を出すな！八王子東モーニングアクション
	７：３０～11：００
	八王子東養護学校

	3月10日（月）
	「君が代」解雇をさせない都庁前One Dayアクション第３弾
	12：00～19：00
	都庁第１庁舎前

	3月11日（火）～ 14日（金）
	根津さんは4日間毎日、都庁前抗議行動をします。
	17：00～
	第２庁舎前道路

	３月１２日（水）
	都庁前チラシ撒き
	8：00～
	第２庁舎前道路

	３月１８日（火）
	河原井さんに「職務命令」を出すな！八王子東モーニングアクション第２弾
	７：３０～11：００
	八王子東養護学校

	３月１９日（水）
	根津さんに「職務命令」を出すな！南大沢モーニングアクション第２弾
	７：３０～
	南大沢学園

	
	・八王子東養護学校高等部卒業式　包囲行動
	９：００～
	八王子東養護学校

	３月２４日（月）
	・南大沢学園卒業式・八王子東養護学校小中卒業式包囲行動
	８:３０～
	


「君が代」解雇をさせない
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裁判傍聴支援のお願い








PAGE  
4

